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新規渡日中国人留学生向け映像教材の開発と試行 
 
西住 奏子 
 
はじめに 
現在千葉大学には、1,000 名を超える留学生が在籍しており（2010 年 5 月 1 日現在 1,068
名）、国際教育センターでは、これらの留学生に対して毎学期留学生のニーズや日本語のレ
ベルに合わせた様々な日本語授業を開講している。しかし、海外から直接千葉大学に留学
する学生に対する、基本的な生活環境を円滑に構築し、本学における学習環境に速やかに
適応できるような支援がこれまで十分ではなかった。大学院段階のプログラムの多様化に
伴い、今後日本語学習経験のない留学生が増加するものと見込まれており、特に、留学生
の 6 割近くを占める中国からの留学生の生活面と日本語学習面ともにサポートする教材の
必要性は喫緊のものとなっている。 
 本センターでは、2009 年 5 月より日本語学習経験のない新規渡日中国人留学生向けに、
映像を通して、基本的な生活情報およびコミュニケーション手段としての最低限の日本語
表現を習得するための教材開発に取り組んでいる。本稿は DVD 映像教材の作成記録と
2010 年 3 月中国湖南大学における映像教材試行の報告である。 
 
１．映像教材開発の意義 
 言葉も分からず文字も読めない国への留学は不安に違いない。現在本センターで日本語
を学んでいる中国人留学生に話を聞くと、そのほとんどが日本への留学が初めての海外経
験のようである。本教材は、今後ますます増加するものと見込まれる、日本語学習経験が
なく初めて渡日する中国人留学生たちの不安を軽減し、基本的な生活環境の円滑な構築を
促し、本学における学習環境に速やかに適応できるよう支援するためのものである。 
 
２．映像教材の内容 
本教材は、日本語学習経験のない新規渡日中国人留学生に対し、映像を通して基本的な
生活情報およびコミュニケーション手段としての最低限の日本語表現を教えるもので、日
本語編と生活編のふたつに分かれている。 
日本語編は、以下の 9 つの場面からなる合計 45 分の映像で、付属教材として『本冊：
王さんと学ぶ はじめての日本語（仮題）』『別冊：語彙リスト』『会話練習 CD』がある。 
 
①空港から寮まで編、②寮到着編、③買い物編、④自己紹介編、⑤学食編、 
⑥先生と食事編、⑦郵便局の手続き編、⑧病気編、⑨非常事態編 
 
 一方生活編は、以下の 6 つの場面からなる合計 60 分の映像で、中国語ナレーションに
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よるものと日本語ナレーションによるものの 2 バージョンを作成した。 
 
①入国手続き、電車移動、②入寮手続き、寮周辺情報、③飲食店情報、携帯電話等手続き、 
④区役所手続き、寮から区役所や大学までの行き方、⑤国際教育センター、食堂利用方法、 
⑥入国管理局、バス・自転車の乗り方 
 
 留学協定校の協力を得て、中国にて渡日留学生対象の事前研修を行う予定で、本教材は
そこで使用されるものである。 
 
３．教材作成作業内容 
本教材は、以下のような過程で作業が進められた。 
 
◆日本語編 
2009 年 5 月-8 月  8 月        9 月        2010 年 10 月-2 月 
 
   
  3 月-4 月                   
                          ＜3 月 中国湖南大学にて試行＞ 
 
                        
 ◆生活編 
  2009 年 5 月-8 月  8 月        9 月 
   
   
   
３．１．台本作り（５月～８月） 
◆日本語編 
  台本作りは、本センター非常勤飯島ひとみ講師、本学大学院生張春艶氏、武田英里子  
 氏、そして西住の計 4 名で作業を進めた。台本作成にあたり、以下の 4 点に留意した。 
①日本語学習をより楽しく、そして身近に感じてもらうために、教材にストーリー性を
もたせた。主人公の中国人留学生「王志偉（オウ・シイ）」が、初めて来日し、つたな
い日本語ながらも空港や国際交流会館（留学生寮）、また大学で日本人とたくましく交
流していく姿を描いた。 
②現在千葉大学に留学中の中国人学生の実体験や感想を参考にして、来日後すぐに日本
語が必要になる場面を 9 つ設定した。（詳細は「2．映像教材の内容」参照）その際、
日本語だけでなく、日本の習慣やマナーも紹介できるように内容を工夫した。 
台本作り 映像撮影 付属教材作成 
付属教材改訂 
台本作り 映像撮影 映像音声編集 
映像編集 
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③留学生が来日したときの違和感と驚きをより少なくするため、場面背景や登場する日
本人の会話において、自然さを大切にした。よって、従来の初級日本語教材では見ら
れない語彙も使用し、登場人物はほぼ自然なスピードで話している。 
④そのため、簡単なあいさつなどの暗記の必要がある「自分で使える日本語」と、「聞い
て理解できる日本語」を、特に覚えなくてもよい日本語と区別するため、重要表現と
して吹き出しで画面に映るように工夫した。 
  なお、原稿の台本化は、DVD 制作会社 Move Emotions に依頼した。 
 
 ◆生活編 
  台本作りは、本学大学院生の張春艶氏と楊昉氏、本センター金田章宏教授、そして西 
 住の 4 名で作業を進めた。張氏と楊氏の実体験や意見を参考に、ひとりでは難しい入国 
 入寮等の諸手続きや、大学、寮周辺の店の紹介、乗り物の切符の購入方法など、基本的 
 な生活環境を整えるための情報をより詳しく提供することを心がけた。 
 
３．２．映像撮影（８月） 
 ◆日本語編 
  映像撮影は、DVD 制作会社 Move Emotions に依頼し、都内のスタジオで 3 日間に 
渡って行われた。DVD の出演者はすべて本センター職員および千葉大生である。主人
公の中国人留学生役は本学大学院生楚東暁氏に、その他の役は主に本学演劇部『劇団個
人主義』所属の学部生に依頼し、快く引き受けていただいた。また、芝居に必要な小道
具もすべて関係者で持ち寄り、足りないものは手作りで補った。 
 
 ◆生活編 
  映像撮影は、DVD 制作会社 Move Emotions に依頼し、4 日間に渡って行われた。 
成田空港、国際交流会館、千葉大学、区役所、稲毛駅周辺など、生活編および日本語編
両方で使用される場面に必要な箇所を徒歩で回り、留学生の視線により近い状態での撮
影を心がけた。 
 
３．３．日本語編付属教材（本冊・別冊）作り（１０月～２月） 
  日本語編付属教材作りは、中央学院大学非常勤武田加奈子講師、本学大学院生武田英
里子氏、そして西住の計 3 名で作業を進めた。DVD 映像には、従来の初級用日本語教
材と違い難しい表現が第 1 課から多く含まれているので、付属教材を作成するにあたり、
重要表現が一見してわかるように太字で表記した。中でも、特に「自分で使える日本語」
として身につけてほしい表現には♪印を付し、口頭練習ができるように CD に収録し、
練習問題も作成した。また、DVD 会話の大意が捉えられるように、別冊の語彙リスト
にはより多くの単語とその中国語訳を載せ、今後の学習の助けになればと品詞や動詞の
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辞書形なども載せた。 
 
 ３．４．教材試行 in 中国湖南（３月） 
  中国湖南大学の張佩霞先生、蘇鷹先生、馬双平先生のご協力を得て、湖南大学外国語
学院日語系にて日本への留学を間近に控えた約 10名の学部生および大学院生を対象に、
本教材を使用した渡日前研修を試行的に行った。蘇鷹先生による第 1 回目の日本語の授
業を見学する機会をいただいた。 
本教材を使用した先生方、そして学生たちから、「渡日前に日本や大学生活の様子がわ
かり、留学が楽しみになった」「複雑な手続きの手順やさまざまな緊急時の対処法がわか
って心強い」という感想を得た。一方で、日本語編で使用されている日本語が難しすぎ
るので、文法説明と会話の内容解説がほしいといった意見があった。このような要求が
出た背景には、渡日予定の留学生にできるだけありのままの日本を紹介し、その中から
コミュニケーション手段としての最低限の日本語表現を理解し、運用練習して身につけ
てほしいと考える教材作成者側の意図と、実際に教材を使用する先生方と学生たちの、
すべての内容を理解したいという意欲とに大きなずれがあると考えられる。今後、湖南
大学と連携してこのずれを調整していきたい。 
  
３．５．改訂作業（日本語編）（３月～４月） 
  改訂作業は、本学大学院生張春艶氏と武田英里子氏と西住の計 3 名で行った。湖南大 
学での教材試行から得た感想・意見を参考に、会話本文、つまり DVD 映像のスクリプ 
トに中国語全訳をつけた。左ページに日本語スクリプトを、右ページに中国語訳を見開 
きで入れた。 
 
４．今後の作業予定 
 日本語編・生活編映像教材の国際教育センターホームページへの掲載、日本語編付属教
材の製本化、千葉大学における本教材を使った授業の試行、また新たに出身国を問わずよ
り多くの留学生を対象に使用可能な英語版教材の作成を予定している。 
 作業過程で多くの方々と接しいろいろなアドバイスやコメントをいただく中で、本教材
にはいろいろな用途があることに気付かされた。たとえば、ある程度文法は学習したが、
会話や聴き取りが苦手な中国人留学生が口頭練習に使用したり、留学生教育に興味のある
日本人学生が留学生との接し方のヒントを得たりするなど、今後より幅広く活用できるよ
うに検討を重ねていきたい。 
 最後にこの場をお借りして、本教材の試行にご協力いただいた湖南大学の張佩霞先生、
蘇鷹先生、馬双平先生、そして教材作成に携わっていただいた千葉大学演劇部『劇団個人
主義』の皆様、留学生課の皆様、千葉大学大学院生の皆様、そして特に日本語編教材作成
にご尽力いただいた武田英里子氏、張春艶氏、武田加奈子氏に深く感謝申し上げます。 
